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白バラ

　だより

問い合わせ　選挙管理委員会　緯38-2100

Ｃ
「
ち
ょ
っ
と
、
そ
こ
の
お
二
人
さ
ん
。
期
日
前

　

投
票
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
！
」

Ａ
Ｂ
「
エ
ッ
、
不
在
者
投
票
の
こ
と
？
」

Ｃ
「
不
在
者
投
票
か
ら
期
日
前
投
票
に
変
わ
っ
た

　

の
よ
。
実
は
、
私
も
前
回
の
参
院
選
で
、
買
物

　

つ
い
で
に
駅
前
の
ラ
ポ
ル
テ
で
し
て
き
た
の

　

よ
。
本
当
に
簡
単
だ
っ
た
わ
よ
。
」

Ａ
Ｂ
「
ヘ
ェ
～
！
」

Ｃ
「
と
こ
ろ
で
知
っ
て
る
？　

知
事
選
っ
て
投
票

　

率
が
す
ご
く
低
い
ん
だ
っ
て
。
」

◆
選
挙
当
日
に
予
定
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

大
事
な
一
票
を
棄
て
て
し
ま
っ
て
い
た
あ
な
た
。

　

期
日
前
投
票
な
ど
を
利
用
し
、
あ
な
た
の
そ
の

一
票
を
、
ぜ
ひ
、
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
「
七
月
三
日
は
知
事
選
挙
だ

　

け
ど
、
子
ど
も
の
野
球
の
試

　

合
だ
わ
。
」

Ｂ
「
そ
う
ね
。
日
曜
日
だ
か
ら

　

い
つ
も
何
か
の
予
定
と
ぶ
つ

　

か
っ
ち
ゃ
う
。
」

Ａ
「
ど
う
し
よ
う
。
今
回
も
棄

　

権
か
し
ら
ね
？
」

６月の日曜日

納税・納付相談

■相談日　６月19日・26日(日)

■時　間　午前９時～午後５時

■会　場　収税課窓口

■内　容　市税の納税受付と

　　　　　納付についての相談

※車で来庁されるかたは、南館

　玄関のインターホンで、警備

　室へ連絡の上、収税課へお越

　しください。

問い合わせ
収税課　緯38-2014

西垣千賀子・西垣俊朗

おしゃべり音楽会

■日時　６月23日（木）午後１

時30分～３時30分　■会場　

ルナ・ホール　■出演　西垣俊

朗(テノール)、西垣千賀子(ソ

プラノ)、今岡淑子（ピアノ）、芦

屋川木曜コーラス　■曲目　

トゥ・ナイト／アヴェ・マリア／君といつまで

も　ほか　■定員　先着600人　■参加費　500

円　■申し込み　直接会場へ

問い合わせ　公民館　緯35-0700

　●芦屋市生涯学習出前講座●　

問い合わせ　生涯学習課　 38-2091

　市が行っている仕事で、市民の皆さんが分かりにくいことや、お聞きになりたい
こと、暮らしに役立つ話や実技などについて、市内在住・在勤・在学者で構成する
20人以上の団体やグループの要請があれば、市職員が講師となって皆さんのところ
へ出向いて説明します。次のメニューから選んでご利用ください。
◆時　　間　午前９時から午後９時までの間で、90分以内。
◆会　　場　学習会主催者が市内に確保してください。
◆申し込み　講座開催予定日の１カ月前までに、生涯学習課へ申請してください。
※講師料は不要です。
※業務の都合により、開催日時などのご希望に沿えない場合があります。

担当課講　座　名
　防災対策課　家庭における防災１
　防災対策課　阪神・淡路大震災の教訓から２
　防災対策課　南海地震に伴う津波について３
　市民参画課　芦屋市の国際交流について４
　市民参画課　男女共同参画社会を目指して５
　財政課　財政状況について６
　行政経営課　行政改革について７
　経済課　あなたが被害者にならないために８
　保険年金課　国民健康保険について９
　保険年金課　老人保健制度について10
　上宮川文化センター　人権について11
　上宮川文化センター　児童センター事業の概要12
　生活環境部総務課　芦屋市の環境行政について13
　環境処理センター　ごみの減量14
　環境処理センター　　ごみの出し方15
　環境処理センター　芦屋市の廃棄物処理について16
　下水処理場　芦屋市の下水処理について17
　こども課　子育て支援講座18
　こども課　食育について19
　こども課　子どもの遊びについて20
　こども課　絵本の読み聞かせについて21
　こども課　子育てセンター事業について22
　水道部　芦屋市の水道23
　消防本部　応急手当24
　消防本部　防火講座25
　消防本部　消火訓練26
　消防本部　救急講習27
　消防本部　消防署見学28
　保健福祉部総務課　社会福祉協議会の活動について29
　高年福祉課　高齢者福祉サービスについて30
　高年福祉課　介護保険制度の概要31
　高年福祉課　あなたのまちの在宅介護支援センター32
　高年福祉課　芦屋すこやか長寿プラン2133
　高年福祉課　老人クラブの概要34
　芦屋ハートフル福祉公社　芦屋ハートフル福祉公社の事業について35
　健康課　乳幼児期の健康講座36
　健康課　幼児期の健康講座１37
　健康課　幼児期の健康講座２38
　健康課　中高年の健康講座１39
　健康課　中高年の健康講座２40
　健康課　高齢者の健康講座41
　スポーツ・青少年課　ニュースポーツ教室42
　学校教育課　芦屋の教育43
　学校教育課　幼児教育44
　学校教育課　高校教育について45
　学校教育課　健康教育46
　学校教育課　生徒指導について47
　生涯学習課　生涯学習とコミスク・学校開放48
　生涯学習課　歴史講座49
　生涯学習課　文化財見学会50
　青少年愛護センター　青少年健全育成の推進51
　公民館　公民館の事業52
　図書館　みんなの図書館53
　図書館　蔵書検索の達人へ54
　国体推進室　2006のじぎく兵庫国体55

＊特別メニュー：上記メニューにないものについて学習したい場合は、生涯学習課に

　　　　　　　 ご相談ください。

 
女 
と 
男 　

バ
ラ
ン
ス
あ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

ひ
と 

ひ
と

「こころとからだのセミナー」 女性が心身ともに豊かに過ごすために

■受付期間等　６月１日～20日(平日の執務時間内)に生活環境部総務課へ

■資　格　等　詳細は「案内書」をご参照ください

■維　持　費　１㎡ 当たり年間1,200円(毎年４月徴収)※平成１７年度は月割り額として納付

■案内書配付　生活環境部総務課・ラポルテ市民サービスコーナー・霊園事務所で

　　　　　　　※土・日曜日は、ラポルテ市民サービスコーナーのみ　

■募集墓地等　下表のとおり　　　　　　

霊園墓地使用者を募集します

使用料(永代)区画数面　積(㎡) 種　類

　3,000,000円１4

再貸付

墓地

　6,750,000円１6
　8,437,500円１7.5
18,000,000円３12
75,000,000円１50
15,750,000円１芝生霊園(14)

問い合わせ　女性センター　 38-2023/FAX38-2175(〒659-0092 大原町2-6)

問
い
合
わ
せ　

市
民
参
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当　

映
2
0
2
3

問い合わせ　生活環境部総務課　 38-2050

  
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
を

　
　
　
　
　
　
  　
 
ご
存
知
で
す
か
？

　

二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
国
内
経
済
活
動
の
成
熟
化
等
、
わ
が
国

の
社
会
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
対
応

し
て
い
く
上
で
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権

を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
を
推
し
進
め
る
上
で
、
法
的
根

拠
と
な
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

が
平
成
十
一
年
六
月
二
十
三
日
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
基
本
法
は
、
ま
ず
男
女
共
同
参

画
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
五
本
の 

柱(

基
本
理
念)

と
行
政
と
国
民
の
責
務
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
十
二
月
十
二
日
に
こ

の
基
本
法
に
基
づ
く
初
め
て
の
基
本
計
画
で

あ
る
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
男

女
共
同
参
画
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
た
め

の
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。　
 

             ５つの柱＜基本理念＞

　◇男女の人権の尊重
　　　男女の個人としての尊厳を重んじ、
　　男女の差別をなくし「男」「女」である
　　以前に、ひとりの人間として能力を発
　　揮できる機会を確保していきましょう。
　◇社会における制度・慣行への配慮
　　　固定的な役割分担意識にとらわれず、
　　男女がさまざまな活動ができる社会の
　　制度・慣行のあり方を考えましょう。
　◇政策等の立案および決定の共同参画
　　　男女が社会の対等なパートナーとし
　　て、いろいろな方針の決定に参画でき
　　るようにしましょう。
　◇家庭生活での活動と他の活動の両立
　　　男女は共に家族の構成員。互いに協
　　力し、社会の支援も受け、家族の役割
　　を果たしながら、仕事、学習、地域活
　　動ができるようにしていきましょう。
　◇国際的協調
　　　男女共同参画社会づくりは、国際社
　　会と共に歩むことも大切。ほかの国々
　　や国際機関とも協力していきましょう。

【記念週間事業】

■内　容　映画「川の流れのように」

■日　時　６月18日（土）午後２時～

■会　場　ルナ・ホール

男女共同参画週間

６月23日～29日

■日時　①６月30日②７月７日③13日、いずれも午前10時～正午　■会場　女性センター　■
講師　兵庫県立大学看護学部助教授・玉木敦子氏、由っ子クリニック院長・宮本由紀子氏ほか

■定員　女性20人　■受講料　900円　■一時保育　２歳以上就学前幼児先着８人(１回１人
300円、６月24日までに要予約）　■申し込み　はがき・電話・ファクス等で、講座名・住所・
氏名・電話(ファクス)番号、一時保育希望者は子どもの名前・生年月日を記入し、下記へ

常 時 募 集　
　６月募集で墓地使用者の決まらない

区画は、先着順で常時募集します。

■申込資格   「案内書」参照　

■受け付け　９月１日(木)以降の平日、

　　　　　　執務時間内に下記へ　

■使用許可　書類審査の上で決定

募集墓地区画一覧

西垣俊朗氏




